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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期におけるわが国経済は、金融緩和・財政政策等から、企業収益や雇用環境は改善傾向にありますが、

中国経済をはじめとする海外経済の下振れのリスク等により、先行き不透明な状況で推移しました。 

当社グループを取り巻く事業環境は、公共投資関連需要では昨年度に引き続き工事開始の遅延等が顕著となる中、

工事発注も出足は低調な状況、加えて諸資材やエネルギーコストの上昇の影響もあり厳しい状況で推移しましたが、

民間投資関連需要では一部で持ち直しの動きが見られました。 

このような状況に対して、当社グループでは、高付加価値製品の販売拡大による収益力の向上を図ってまいりまし

た。また、諸資材やエネルギーコストの上昇等に対しては、販売価格の是正に努めるとともに収益改善活動等を引き

続き推進し、競争力強化を図ってまいりました。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は7,097百万円と前年同期に比べ7.3％の増収となり、営業利益は368

百万円（前年同期比256百万円増加）、経常利益は329百万円（前年同期比293百万円増加）、親会社株主に帰属する四

半期純利益は192百万円（前年同期は19百万円の損失）となりました。 

  
当第１四半期連結累計期間のセグメント毎の業績は次のとおりです。 

  
＜特殊鋼線関連事業＞ 

(ＰＣ関連製品) 公共事業関連では、人手不足による入札不調や用地買収の遅れによる工事開始の遅延等の影響が顕著

となる中、工事発注も出足は低調に推移しました。民間投資関連では、マンション向け需要は比較的堅調だったもの

の、倉庫物件で工事進捗に遅れが生じました。全体としては、高付加価値製品の増加により前年同期に比べ販売数量

は減少したものの、売上金額は微増となりました。 

  
(ばね・特殊線関連製品) 自動車産業向けの弁ばね用鋼線（オイルテンパー線）は、国内市場および中国市場が低調に

推移する中、北米向けが堅調であったことから、前年同期に比べ販売数量・売上金額ともに増加しました。ばね用ニ

ッケルめっき鋼線は、主要な輸出先である中国の経済成長が鈍化する中、新規拡販に注力し、前年同期に比べ販売数

量・売上金額ともに若干増加しました。ステンレス鋼線は、主要分野である住宅関連需要が低調であることから、前

年同期に比べ販売数量・売上金額ともに若干下回りました。 

  
その結果、特殊鋼線関連事業全体の売上高は3,442百万円と前年同期に比べ1.0％増加となり、営業利益は191百万円

と前年同期に比べ111百万円の増加となりました。 

  
＜鋼索関連事業＞ 

ワイヤロープの国内需要は緩やかに回復しており、国内向けの販売は前年同期に比べ販売数量・売上金額とも増

加しました。輸出についてもアジア向けコンテナクレーン用などを中心に販売を伸ばし、前年同期に比べ販売数

量・売上金額とも増加となりました。 

  
その結果、鋼索関連事業全体の売上高は3,360百万円と前年同期に比べ7.8％増加となり、営業利益は206百万円と前

年同期に比べ65百万円の増加となりました。 

  
  
＜エンジニアリング関連事業＞ 

吊構造用ケーブルの売上金額は、橋梁向け、建築向けとも前年同期に比べ増加しました。落橋防止ケーブルの売

上金額も前年同期に比べ増加しました。高速道路の二重安全対策や道路騒音防止関連製品の売上金額も前年同期に

比べ増加しました。 

  
その結果、エンジニアリング関連事業全体の売上高は278百万円と前年同期に比べ203百万円増加となり、営業損益

は42百万円の損失（前年同期は121百万円の損失）となりました。 

  
＜その他＞ 

不動産関連事業の売上高、営業利益はそれぞれ15百万円、12百万円と前年同期並みとなりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末との比較において、次のとおりとなりました。 

 総資産は、769百万円減少の43,427百万円となりました。これは主として現金及び預金の減少によるものです。 

 負債は、792百万円減少の24,096百万円となりました。これは主として賞与引当金の減少によるものです。 

 純資産は、22百万円増加の19,330百万円となりました。これは主として利益剰余金の増加によるものです。また、自

己資本比率は36.6％となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成28年３月期の第２四半期累計期間および通期の業績予想につきましては、平成27年５月12日に公表いたしました

業績予想から変更しておりません。 

 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  (会計方針の変更) 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平

成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期

間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 7,807 7,447 

    受取手形及び売掛金 8,189 8,037 

    商品及び製品 3,664 3,846 

    仕掛品 2,453 2,480 

    原材料及び貯蔵品 1,835 1,623 

    繰延税金資産 329 222 

    その他 575 544 

    貸倒引当金 △42 △41 

    流動資産合計 24,813 24,162 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 3,939 3,889 

      機械装置及び運搬具（純額） 4,434 4,559 

      工具、器具及び備品（純額） 164 157 

      土地 6,031 6,031 

      リース資産（純額） 68 61 

      建設仮勘定 306 136 

      有形固定資産合計 14,945 14,835 

    無形固定資産 244 254 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 1,497 1,475 

      長期貸付金 110 110 

      繰延税金資産 1,412 1,414 

      その他 1,215 1,217 

      貸倒引当金 △41 △41 

      投資その他の資産合計 4,193 4,175 

    固定資産合計 19,384 19,265 

  資産合計 44,197 43,427 
 

神鋼鋼線工業株式会社　（5660）　平成28年３月期　第１四半期決算短信

5



  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 2,719 2,546 

    短期借入金 7,856 7,896 

    リース債務 33 30 

    未払費用 1,143 1,200 

    未払法人税等 309 35 

    賞与引当金 561 241 

    その他 1,050 936 

    流動負債合計 13,674 12,888 

  固定負債     

    長期借入金 6,634 6,572 

    リース債務 50 44 

    役員退職慰労引当金 53 50 

    環境対策引当金 9 10 

    退職給付に係る負債 3,720 3,750 

    繰延税金負債 454 455 

    その他 291 324 

    固定負債合計 11,214 11,208 

  負債合計 24,889 24,096 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 8,062 8,062 

    資本剰余金 6,354 6,354 

    利益剰余金 2,717 2,753 

    自己株式 △1,358 △1,358 

    株主資本合計 15,776 15,812 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 113 118 

    為替換算調整勘定 195 191 

    退職給付に係る調整累計額 △225 △209 

    その他の包括利益累計額合計 82 99 

  非支配株主持分 3,449 3,418 

  純資産合計 19,308 19,330 

負債純資産合計 44,197 43,427 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 6,615 7,097 

売上原価 5,344 5,562 

売上総利益 1,270 1,534 

販売費及び一般管理費 1,158 1,166 

営業利益 112 368 

営業外収益     

  受取利息 10 10 

  受取配当金 14 17 

  固定資産賃貸料 7 11 

  貸倒引当金戻入額 0 0 

  その他 16 7 

  営業外収益合計 48 47 

営業外費用     

  支払利息 43 34 

  持分法による投資損失 38 18 

  その他 41 33 

  営業外費用合計 124 86 

経常利益 36 329 

税金等調整前四半期純利益 36 329 

法人税、住民税及び事業税 12 22 

法人税等調整額 23 95 

法人税等合計 35 118 

四半期純利益 0 211 

非支配株主に帰属する四半期純利益 19 19 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社
株主に帰属する四半期純損失（△） 

△19 192 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 0 211 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 14 7 

  為替換算調整勘定 △0 0 

  退職給付に係る調整額 17 15 

  持分法適用会社に対する持分相当額 △11 △4 

  その他の包括利益合計 19 19 

四半期包括利益 19 230 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 0 209 

  非支配株主に係る四半期包括利益 18 21 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

１ 前第１四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。 

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

  

２ 当第１四半期連結累計期間（自  平成27年４月１日  至  平成27年６月30日） 

   報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円）

（注１）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産関連事業であります。 

（注２）セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。 

  

 

  

報告セグメント 
その他
(注１)

合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

特殊鋼線 
関連事業 

鋼索関連
事業 

エンジニ
アリング
関連事業

計 

売上高             
    

  外部顧客への売上高 3,407 3,116 75 6,599 15 6,615 － 6,615 

  セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

182 41 1 225 － 225 △225 － 

計 3,590 3,157 77 6,824 15 6,840 △225 6,615 

セグメント損益 79 141 △121 100 11 112 － 112 
 

  

報告セグメント 
その他
(注１)

合計 調整額 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注２） 

特殊鋼線 
関連事業 

鋼索関連
事業 

エンジニ
アリング
関連事業

計 

売上高             
    

  外部顧客への売上高 3,442 3,360 278 7,081 15 7,097 － 7,097 

  セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

286 95 6 387 － 387 △387 － 

計 3,729 3,455 285 7,469 15 7,485 △387 7,097 

セグメント損益 191 206 △42 356 12 368 － 368 
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